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提出された意見の概要と市の考え方 

 

No. 意見の概要 市の考え方 

1 

駅ビル、ポッポ街、そごう跡、バスタ

ーミナルを含めた一帯開発をすればい

いと思います。 

建物を高層にするのではなく、バス

ターミナルを二階建てにして周辺地域

を雨に濡れずに散策できるようにした

り、屋根付き駐車場を確保するなど、平

面でいろいろなお店にアクセスできる

ようにすることが必要です。エレベー

タや階段は上り降りが面倒です。 

本計画の関連計画である「徳島駅周

辺まちづくり計画」では、人々にとって

上質で居心地のよい空間に再編すると

ともに、都市機能の誘導やオープンス

ペースの整備、歩行者や公共交通優先

の空間づくりを集中的に行うこととし

ており、徳島駅や徳島中央公園、眉山な

どへのアクセスがしやすい環境を整え

ていきたいと考えています。 

 中心市街地の活性化には、官民連携

が大切だと考えているため、徳島駅周

辺の整備を具体的に検討する際には、

今回いただいたご意見も参考にしま

す。 

2 

ＪＲにより分断されている駅北への

アクセス道(歩道のみでも可)を設けて

一体開発をすべきと考えます。 

3 

地下街ができれば雨の日の人出も増

え負担も減り、子連れやお年寄りも安

心して買い物や食事が楽しめるように

なるのではと思います。 

4 

商店街や駅前が繋がっておらず、そ

れぞれが点として存在しています。そ

れらの特色を生かし、動線がつながる

ことにより面として機能するようなま

ちづくりを考えてもらいたいです。 

5 

多様な方に集まってもらうために、

バリアフリーの視点からアクセスしや

すい場所に多目的トイレが必要である

と思います。 

6 

アウトレットモールや専門店、高級

ブランドなどの店舗を誘致してほしい

です。 

ボードウオークの両サイドに店舗を

並ばせて、歩いて楽しみながら入店で

きるように配置すればいいと思いま

す。外国の雰囲気を思わせるように、ボ

ードウオークのイメージを統一するこ

とで高級感のある感じになると思いま

す。 

歩くだけでテンションがあがるよう

にすると人が集まると思うので、やる

なら大胆に変えるべきです。 

本計画に位置づけた「中心市街地出

店支援事業」を活用した店舗誘致に取

り組んでおり、令和２年度には飲食や

服飾、美容など幅広い業種の１０店舗

が本事業を活用し、アミコビルや周辺

商店街など、中心市街地へ出店しまし

た。 

今年度も本事業などを通じて、魅力

ある店舗の出店支援に努めていきま

す。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

7 

コロナ禍の中、集客が見込める主な

イベント（桟敷での阿波おどり、はなは

るフェスタ、狸まつり、マチ★アソビな

ど）が相次いで中止になり、来年開催で

きる保証もない中で、人を集めること

は難しいと思います。 

また新ホールは５年後であり、そご

うもなくなった今、郊外に無料駐車場

を完備している大型商業施設には太刀

打ちができません。 

西新町やそごう跡地にどのような店

舗を誘致しても、駐車場が高いです。バ

スも 1 時間に１本程度しかないのに最

終便も早く、利用しにくいです。 

月一で小規模な阿波おどりをした

り、夜にはＬＥＤを利用した花火大会

などを開催し、コロナ対策をしっかり

した市内の飲食店と協力して、高知の

朝市のように市内全体を利用した取組

みを行うべきです。 

今までの考えを見直して若い人達の

意見を取り上げ、古い箱物ありきの考

えを見直してください。 

本計画の前提となるまちの将来ビジ

ョンとして「ひょうたん島フィールド

テーマパーク構想」を掲げました。 

これは、中心市街地をこれまでのよ

うに「買い物に行く場所」としてではな

く、「遊びに行く場所」として捉え直そ

うとする試みであり、ご意見のとおり

イベントなどソフト施策の充実につい

て、官民が連携して取り組みたいと考

えています。 

8 

駅前周辺、東西新町地区等の活性化

策を商用施設中心と考えずに、文化ス

ポーツも楽しめる場所と考え、且つメ

ジャーのみならずマイナーなものに光

を当て、徳島市だけの独自性を模索す

るべきです。 

9 

有識者やバスに乗ったこともない人

たちの意見を聞くのではなく、市内に

意見箱を設置し、学校、駅、飲食店の利

用者など幅広く意見を集めるべきで、

このようなホームページや市役所にお

いて意見を募集するのは一部の意見し

か集まらないので何の参考にもならな

いと思います。 

徳島には豊かな食材や自然がいっぱ

いです。食材や自然を利用することも

良いと思います。いろんなジャンルの

人達の意見を聞いてください。１か月

など期間が短いと思います。 

本計画は、商工会議所、まちづくり会

社、民間事業者等で構成する「徳島市中

心市街地活性化協議会」の意見を受け

ながら作成しています。 

また、市民アンケートの実施や、ＮＰ

Ｏ法人、大学生、商業・観光などの関係

者によるワークショップを開催し、ま

ちなかでの取組みや活動のアイデアに

ついて、意見交換を行うなど、積極的な

市民参加の機会を設けてきました。 

今後も様々な手段で市民の皆さんの

意見を聞く機会を設けていきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

10 

徳島はバスや汽車などが不便なた
め、すでに車社会になってしまってい
ます。 
今更交通インフラを整えるより、無

料で使用できる駐車場を整備して欲し
いです。郊外ショッピングセンターの
人気があるのは、この点につきると思
います。 

無料駐車場の整備については、課題

として認識しています。しかし、他に民

間駐車場も多くある中での取組みにな

るため官民のバランスをとりながら連

携していきたいと考えています。 

また、本計画の前提となるまちの将

来ビジョンとして「ひょうたん島フィ

ールドテーマパーク構想」を掲げまし

た。 

これは、中心市街地をこれまでのよ

うに「買い物に行く場所」としてではな

く、「遊びに行く場所」として捉え直そ

うとする試みです。こういった取組み

を通じて飲食や服飾といった小売店以

外に、中心市街地の地域資源を活用し

た体験プログラムなどを提供する店舗

を増やし、駐車場代を払ってでも訪れ

る価値のある中心市街地を目指すこと

が重要であると考えています。 

11 

徳島市の中心部は駐車場代金がかか

るのがネックです。公共交通機関が発

達していない、車生活中心の徳島では

まず駐車場代金がかかるところにとり

あえず行ってみようとはなりません。 

またネットショッピングや大型商業

施設などで購入できる物がほとんどな

ので駐車場代金をとられるなら他に行

こうと思ってしまいます。 

12 

徳島駅前に無料の駐車場があれば、
イベントや店舗にもっと人は集まると
思います。 
荷物が多くなる時や子どもが一緒の

時など、近くで住んでいても車を使わ
ざるを得ない状況の際に、無料の駐車
場がないと訪れるのを躊躇します。近
いほど、もったいないので足が遠のき
ます。 
今では図書館に行くにもお金がかか

りますが、どうにかなりませんか。 

13 

前基本計画に基づく取組の把握・分

析を踏まえて（４９ページ以降）、方針

を策定する流れですが、計画書を初め

から読み始めたとき、３ページにいき

なり中心市街地の人口、世帯数とあり、

中心市街地の定義、場所、区域の記載が

無く、前基本計画で位置づけされた場

所のことなのでしょうか。 

本計画は、国において定められた「中
心市街地活性化基本計画認定申請マニ
ュアル」に沿って作成しなければなら
ないこととされており、項目の並び順
などはすべてマニュアルにおいて指定
されていることから、このような並び
となっています。 
なお、中心市街地の区域はあくまで

も各期の計画において定められるもの
であるため、前基本計画に定められた
区域とは異なります。 
今回の計画では、前基本計画におけ

る区域を基本に、ひょうたん島川の駅
ネットワークの推進を踏まえて、ひょ
うたん島全域を対象とすることにした
ものです。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

14 

東新町アーケードの店舗を安い賃料
（もしくは無料）にして、新規のお店が
開業しやすくしてほしいです。 

東新町アーケード内の店舗は、個々

に地主や家主がおり、オーナー側が賃

料を決めています。 

開業をしやすくするための支援とし

ては、店舗改装費の一部を助成する「中

心市街地出店支援事業」を実施してお

り、今後も出店の後押しとなる支援を

していきます。 

15 

そごうがなくなってしまったのは寂

しいですが、何十億も使ってまで新し

い商業施設は要りません。それなら更

地にした方がいいです。 

見た目は地味でも住みやすい街を目

指すべきです。郊外に次々と大型ショ

ッピングモールができた今、もう駅前

はこれ以上どうにもなりません。阿波

おどりとアニメ、ひょうたん島クルー

ズ、とくしまマルシェ等、人を確実に集

められるイベントをしっかり立て直し

て欲しいです。 

そごう徳島店が閉店することに伴

い、アミコビルへの核テナントの誘致

や駅周辺の魅力向上を図るために行っ

たインターネットアンケート調査及び

街頭ヒアリングの結果、「徳島駅前にど

んな施設があればいいと思いますか」

という問いに対して「百貨店・デパー

ト」と答えた方が一番多く、また中心市

街地のさらなる衰退を避けるためにも

駅前に商業施設が必要であり、アミコ

再生に必要不可欠なものであると考え

ています。 

また、本計画の基本方針のひとつに

「街を巡りたくなる“動線”づくり」を

掲げていることから、徳島の文化を活

用したまちを巡るイベントを開催して

いく予定です。 

16 

東新町を活性化してほしいです。 
私が若い頃の徳島市はものすごく街が
いきいきしていました。東新町に映画
館が５か所もあり、それ以外にもデパ
ートやオモチャ屋などそこへいけば満
足できるものがいっぱいあり、休みの
日など東新町アーケードは肩がぶつか
る程の人混みでした。 
今では考えられない程の賑わいがあ

り、それと共に街は駅前のバスターミ
ナルから東新町へとひとのながれがで
きていました。 
 やはり街の顔である東新町商店街を
以前のようにしなければ、この徳島は
廃れていく一方ですよ。 

商店街の振興は、地域の活性化を図

るうえにおいても重要であると考えて

おり、商業面の施策はもとより、中心市

街地のにぎわいづくりなどを通じ、引

き続き商業の振興につなげていくため

の支援を行っていきたいと考えていま

す。 

また、東新町は、本計画の対象区域で

あることから、本計画に位置付けた「商

店街活性化支援事業」などを通じ、活性

化に向けた取組みを支援していきま

す。 

17 

 駅を増やすことはやめてほしいで

す。 

新駅の整備については、主体である
徳島県の動向を踏まえながら検討して
いきます。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

18 

車が多いことを前提とした道路整備
に取り組んでいただきたいと思いま
す。路側帯の雑草がひどく、街路樹は枝
葉を伐られて木陰をつくりません。 
もちろん市民一人一人の心がけも必

要だとは思いますが、美しくない街に
は人は住みたいとも訪れたいとも思わ
ないと思います。 

本計画に位置づけた「とくしままち
なか花ロード project 花植え会」をＮ
ＰＯ法人と共催することで都市緑化の
推進等を図ったり、「みちピカ事業」及
び「みち花ふれあい運動事業」を実施
し、道路の環境美化やマナー啓発活動
を行ったりすることで、市民の皆さん
とともに清潔で美しいまちづくりを推
進しています。   
これらの活動を通じて、より一層の

美化を図っていきます。 

19 

元町や西新町のさびれ具合は見るに

余ります。特に元町は、徳島駅から阿波

おどり会館への移動経路となる大通り

に面しているので、歩道の整備と共に

古くなったビルの解体に補助金を出す

などして、美しい街並みを創り出して

ほしいと思います。 

新町西地区市街地再開発組合におい

て新たな市街地再開発事業に取り組ん

でいくとの方針が出されたことから、

本市も協力することとしており、その

他の地区でも地権者等の意向なども踏

まえつつ、魅力あるまちづくりを進め

ていきます。 

また、緑化も含めた美しい街並み整

備については、徳島市景観審議会にお

いて検討を行っているところです。 

20 

西新町には防災拠点となるような設
備の整った公園や防災センターなどが
できるとよいと思います。 
防災センターは眉山の景観を損なわ

ないぐらいの階数で、以前のようにマ
ンションを高層階に持ってくるような
建物はいらないと思います。屋根は芝
生を敷いたり屋上緑化にして、周りの
自然環境との調和を図ってほしいで
す。またそのような計画の民間の建物
について補助金を出すなどして、街並
み整備に取り組んでいただきたいで
す。 

21 

文化センター跡における新ホールの
デザインに反対です。 
花びら様の宙に浮いた客席が、規定

の耐震基準を満たしていても心理的に
不安を感じます。花びらの下の配置に
なる客席からの眺めも悪いと思いま
す。落ち着いてステージに集中できる
無難な設計を希望します。 

市民のみならず、県民の皆さんが待
ち望む新ホールが、「文化芸術」を発信
する拠点としての機能はもちろんのこ
と、「まちづくり」の核、県都の「ラン
ドマーク」としての役割を体現する、こ
れまでにない「未来志向」のホールとし
て、県都に誇りある姿を現すことがで
きるよう、県と緊密に連携を図りなが
ら事業を進めているところです。 
今回いただいたご意見については、

徳島県の担当部署と情報共有しなが
ら、徳島ならではの文化芸術の力を結
集し、希望あふれる未来を創生できる
よう努めていきます。 

22 

音芸ホールの維持費については後の
世代への負担とならないようにしても
らいたいです。 
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23 

徳島駅前の活性化には、アミコビル
の利用促進が不可欠ですが、ビルの空
きスペースに新しく「徳島市立公文書
館」を新設することを提案します。 
いずれ将来的に公文書館の設置が課

題となるのであれば、今、アミコビルに
造ってしまうのが得策ではないでしょ
うか。 

ご提案のありましたアミコビルの利

用促進案につきましては、中心市街地

活性化のための施策を検討する上で参

考とさせていただきます。 

なお、公文書館につきましては、まず

公文書管理に関する本市の基本姿勢を

確立する必要があると認識しており、

いただいたご意見を踏まえ、今後検討

を進めたいと考えています。 

24 

自動車の運転マナーが悪過ぎます。

赤信号や歩行者優先の場所でも無視し

ている車両を毎日見かけます。 

交通違反が全く取り締まられておら

ず事故に遭わないか、巻き込まれない

か毎日不安です。 

自動車の運転マナーに関しまして

は、警察、交通安全団体等関係機関と連

携し、各年代への交通安全教育と交通

安全啓発活動等を行い、交通安全思想

の普及及び市民の交通安全意識と交通

マナーの向上に努めています。 

また、本計画の関連計画である「徳島

駅周辺まちづくり計画」の基本方針に

則り、歩行者や公共交通が優先された

道路空間の再編を推進することとして

います。 

25 

徳島はエシカルを推しているならも
っとエシカルらしい取組みはできない
のでしょうか。 
ワークショップやマルシェができる

土地があるのにもったいないです。 
オーガニックに関心も向いているの

で県の特産品で作ったオーガニックな
物を売るのもいいと思います。 

 徳島市では、国連で採択された「持続

可能な開発目標」(ＳＤＧｓ)の理念や

視点を反映させた「徳島市総合計画２

０２１」において、１７のゴールを施策

に関連付けており、当該施策の推進に

よってＳＤＧｓの達成を目指していま

す。 

エシカル（倫理的・道徳的）消費は地

域の活性化や雇用などを含む、人・社

会・地域・環境に配慮した消費行動のこ

とであり、ＳＤＧｓに関連する取組み

です。本市では、これまでも「広報とく

しま」やホームページ、徳島市消費生活

センターが発行している「くらしの広

場」に記事を掲載するなど啓発に努め

てきました。 

また、特産品を活用したオーガニッ

クな商品開発などについては、まずは

企業において取り組んでいただくこと

になりますが、企業等から公民双方の

資源を活用することで社会課題の解決

に資する提案があれば、本市と連携す

ることでＳＤＧｓの達成につなげてい

きたいと考えています。 
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26 

子供が安心して遊べる遊び場、情報交
換等ができる交流イベントも少ないし、
あったとしても告知ができていないで
す。徳島市内だけでなく他市町村在住者
にもわかるよう、もっと呼びかけないと
人は来ません。ＳＮＳ等の呼びかけに力
を入れていないし、告知も遅いです。特
に忙しく働いている人には前もって知
らせないと参加できません。 

各種イベントの情報発信について
は、徳島市の課題として認識している
ことから、今後はまちづくり会社と連
携して、これまで以上に広く知れ渡る
ような取組みを進めていきたいと考
えています。 

27 

犬猫の殺処分ゼロを狙っている割に
力の入れ方が甘いです。地域猫を増やす
活動、ＴＮＲなどを広める講演会や譲渡
会をするなど県や市が一丸とならない
といつまでたっても遅れたままです。 
営利目的でないのなら、頑張っている

ボランティアや団体に施設の無料貸し
出しをするべきです。 
人が集まって、周りの飲食店等で買い

物をしてくれる人がいるなら無料で貸
し出してもいいと思います。 

徳島県が掲げる犬猫の致死処分ゼ
ロ目標に対し、本市も県と協同でパネ
ル展を市役所で開催し啓発に努めて
います。 
また、徳島県動物の愛護及び管理に

関する条例の趣旨に基づき、「飼い主
のいない猫への不妊去勢手術費助成
事業」を実施し、不必要な生命の処分
を減少させるとともに猫に起因する
生活環境被害の減少を図っています。 
今後も中心市街地活性化につなが

るような取組みがあれば検討します。 

28 

敷居や使える用途を広く考えていか
ないと、デパートや飲食店、洋服屋だけ
では今のご時世人は来ないですし、外に
ながれていきます。 
あるのなら徳島県産の安心、安全なも

のを買いたいし、動物にも優しい徳島に
するには根本的に利益だけを追い求め
るのでは先は見えません。 
まずは人がどうやったら来てくれる

のか、流れを作るにはどうすればいいの
かを考えてみてはどうでしょうか。 

アミコビルの商圏と来訪者につい
てビッグデータを用いて分析したと
ころ、コロナ禍の影響やそごう閉店に
よりメインターゲットであった５０
歳代の来店が大幅に低下しているこ
とがわかりましたが、高松三越のサテ
ライト出店が決まったことにより回
復することが期待できます。 
また、若い世代の来館を促進するた

め、県青少年センターの機能移転な
ど、商業だけによらない文化やスポー
ツの機能を付加した多世代交流型施
設を目指します。 

29 

アミコビルについては、商業機能だけ
ではなく、例えば、天狗久資料館や十郎
兵衛屋敷を集約するなど、歴史的・文化
的な機能を付加してはどうでしょうか。 

30 

徳島市の魅力は地産地消できるとこ
ろです。都道府県ランキングだと真ん中
辺りだがそう感じます。これをもっと伸
ばせる取組みを行えばいいと思います。 

地産地消は徳島市でも大切な取組
みとして認識していることから、地産
地消に向けた継続的な取組みを行う
事業者等を対象とした「とくしま新
鮮・食の魅力再発見事業」を実施して
います。 
 この事業での飲食業者等の取組み
を、市のホームページ等を通じて情報
発信し、徳島の食材の魅力を多くの方
に知ってもらうことにより、今後の地
産地消の推進と販路拡大へと繋げて
いきたいと考えています。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

31 

住みたいまちのイメージ 

・誰もが安心して暮らせるまち 

・ずっと住み続けたいと思えるまち 

・車がなくても住みよいまち 

（もう少し電車バスのダイヤを増やし

てほしい。） 

本計画の基本方針として、「街へ行き

たくなる“場面”づくり」「街を巡りた

くなる“動線”づくり」「街に住みたく

なる“空間”づくり」を掲げています。 

この３つの方針ごとの目標及びその

達成状況を図るための目標指標を設定

し、定期的にフォローアップを行うこ

とで確実な事業実施へとつなげていき

ます。 

32 

中心市街地を中心と認識していない

世代にも集ってもらうためには、働き

やすく住みやすいまちにする必要があ

ると思います。 

また、人が集うための理由や目的が

必要であり、例えば高知の仁淀川や大

塚国際美術館のような聖地化もひとつ

の手段ではないでしょうか。 

徳島市においての「中心」は、公共交

通機関の結節点であるＪＲ徳島駅であ

り、そこから新たに整備する徳島文化

芸術ホール（仮称）、アミコビルをはじ

め、商店街や阿波おどり会館などを回

遊できる仕組みを構築することが重要

だと考えています。 

33 

せっかくまちづくり会社があるのだ

から、まちづくりに興味のある人材や

専門的な人材を登用してはどうでしょ

うか。 

アミコビルの管理会社として設立さ

れた徳島都市開発株式会社は、本計画

の策定に向けてより幅広くまちづくり

を担うべく、まちづくり会社となりま

した。 

まずは小さな実績を積み重ねて、地

域の信頼を得ることが重要であると考

えていることから、まちづくりの専門

人材の登用についても併せて検討して

いきます。 

34 

６１ページ［６］中心市街地の基本方

針及び１２９ページ［１］では、キーコ

ンセプトを「ダイバーシティ」と「イノ

ベーション」とし、目指す街の姿を定め

ていますが、長期ビジョンとして「ひょ

うたん島フィールドテーマパーク構

想」を掲げており、この位置づけ、関連

性をもう少し６１ページに書き込んだ

ほうがいいと思います。 

 

ご意見を踏まえ、６１ページ「中心市

街地活性化の方針」に、ひょうたん島フ

ィールドテーマパーク構想の考え方と

して、商業機能を核とする活性化だけ

でなく、本市の特性を生かした、徳島ら

しい、わくわくする体験を充実させる

方針を追記するとともに、１３１ペー

ジ「ひょうたん島フィールドテーマパ

ーク構想の推進」に、基本計画との関連

性を追記しました。 

なお、ひょうたん島フィールドテー

マパーク構想は中心市街地が目指すべ

き長期的な方向性として掲げたもので

あり、そのためにも今回の計画期間で

ある令和４～９年度までの間に、中心

市街地で様々な挑戦や投資が生まれる

環境を構築することが重要であると認

識しています。 
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No. 意見の概要 市の考え方 

35 

６８ページ、１３２ページ 

バス路線の再編・整理 

   → バス路線の整理・再編 

バス定時制の確保 

   → バス定時性の確保 

ご意見のとおり修正しました。 

36 

１１３ページ 

高齢者バス無料乗車助成事業 

高齢者の足→高齢者の移動手段 

ご意見のとおり修正しました。 

37 

徳島文化芸術ホールの完成に向け徳
島市中心部を「音楽の響く街」として認
知度を定着させ、県内外からの集客を
図るため次の提案をします。なお、いず
れのイベントについても徳島市を中心
に新聞、テレビ、ラジオ等のメディア、
ＳＮＳなどで情報を拡散してくださ
い。 
１ 野外ストリートピアノイベントの
定期開催（眉山山頂）徳島県出身ピアニ
スト兼YouTuberの石井琢磨さんや米津
玄師さん、アンジェラ・アキさんなどの
起用も視野に入れたイベントの開催。 
２ 街角ピアノの常設（ＪＲ徳島駅、ア
ミコビル） 
３ ホール完成までの間、徳島市主催
の音楽・芸術関連イベントの開催（藍場
浜公園、新町川・阿波製紙水際公園、徳
島中央公園、あわぎんホール、ふれあい
健康館ホール）２、３については、才能
を持ちながらも発表の機会が少ない市
民や団体を応援することができるの
で、市内外で活動するアーティストか
らイベント企画を公募し、採用分につ
いては徳島市が助成すべきです。 

本計画４８ページにあるとおり、市

民アンケートの結果、「音楽」に興味が

ある方が一番多かったことから、「音

楽」は中心市街地活性化における重要

なコンテンツの一つであると考えてい

ます。 

これまで徳島市では、市民の文化芸

術活動の振興を図るため、アーティス

トを学校等へ派遣するアウトリーチ活

動や、市民が鑑賞者ではなく演者とし

て舞台に立つための「歌唱・演劇・ダン

ス・浄瑠璃」のワークショップの開催な

どを通じて文化の振興に努めてきまし

た。 

今後は、いただいた意見も参考にし

つつ、イベント主催者等とも連携し、音

楽の力を活用した取組みを通じてまち

の活性化に繋げたいと考えています。

また、徳島文化芸術ホール（仮称）の整

備に伴う機運の醸成も念頭に置きなが

ら市民の文化芸術の更なる振興を図っ

ていきます。 

 

 

 

 


